
 

 

 

 

 

 

 「ありがとう」の魔法で、「ありがとう」がいっぱいの学校に！ 

   校長 見原  恵  

学校のグランドデザインで『目指す子ども』の１つに、「ありがとう」「ごめん
なさい」を素直に伝える子どもを掲げました。そこで、１日 10 回以上「ありが
とう」を伝える、10 人以上に伝えることに取り組んでいきたいと思っていま
す。  

「ありがとう」には、こんな迷信？があります。１つ目は、なぜ１０回なの
か。「何でも口に出して 10 回言うと願いが叶う」と言われていて、この叶うと
言う文字が、口に十と書くからだということ。２つ目は、朝起きて布団から出る
前に、「ありがとう、ありがとう、ありがとう…」と 100 回言うと、脳は、目に
見えるモノに対して「ありがとう探し」を始める。先に「ありがとう。」と言っ
てしまうと、その瞬間から、脳は「ありがとう」を探し始めるようにできているそ
うです。 

 有言実行！私も、1 日 10 回以上、10 人以上に「ありがとう」を伝えられるよう
にアンテナを張って子どもたちと過ごしています。「○○さん、○○さんのお世話
をしてくれてありがとう。」「●●さん、教えてくれてありがとう。」「◇◇さん、お
手伝いしてくれてありがとう。」などたくさんのありがとうを伝える場面が毎日あ
り、嬉しく思っています。たとえば、６月の全校朝会で、廊下に置いて、「廊下を
走らない」注意喚起をするための忍者の絵の色塗りを募集したところ、４年生・５
年生の子どもたちが、すぐに校長室に来て手伝ってくれました。また、星の子ルー
ムの机の整理整頓を頼むと、廊下にいた６年生がすぐに来て、さささっとしてくれ
ました。色々な場面で、「手伝ってくれてありがとう。」です。  

 地域の皆様にも、たくさんのありがとうを伝えなければなりません。５年生の田
植えに 11 人、４年生の福祉体験学習には、延べ 33 人、全校遠足には、16 人のボ
ランティアの方からお手伝いしていただきました。また、地域コーディネーターの
小田ルイ様を中心に気付けば自主的に玄関付近の草取り&花植えをしてくださって
います。学校職員だけではできないことをたくさんの皆様からご支援いただき、感
謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。 

「ありがとう」を言い続けると、自分は言われていな
いのに、不思議と心が温かくなり、言った自分も嬉しくな
ります。笑顔になります。そして、子どもたちから、「あ
りがとうございます。」と言われると、益々やる気が沸き
起こります。まさに、幸せを運んできてくれる魔法の言葉
です。これからも、子どもたちと一緒にありがとう探しを
続けていきたいと思います。 
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校長のつぶやき 

 私はサッカー観戦が趣味なのですが、先日もアルビレックス新潟の
応援に行ってきました。アルビレックス新潟で１年半大活躍した伊藤
涼太郎選手が海外移籍のため、最後の試合でした。試合後の移籍セレ
モニーでの「こんなに好きになったクラブはありません。ありがとう
ございました。アイシテル新潟！」に新潟のサポーターの素晴らしさ
を改めて実感しました。子どもたちにも、学校サポーターの素晴らし
さを伝え続けます。 



 

５月３１日（水）に星の子遠足を行いました。当日は天気にも恵まれ、絶好の遠足日和と

なりました。今年も県民いこいの森児童公園を目的地とし、星の子班ごとにゴールを目指し

ました。班で一緒に歩く中で、高学年の子が低学年に優しく声を掛けたり、手をつないで一

緒に歩いたり、疲れた子のリュックサックを他の子が持ったりするなど、思いやりの姿が

様々な場面で見られました。中には、道路沿いに落ちているゴミを拾いながら歩く班もあり

ました。到着後は、班で考えた遊びを楽しそうにしたり、おうちの方の作ってくれたお弁当

をおいしそうに食べたりする子どもたちの姿が見られました。 

 保護者の皆様には、遠足の準備やお弁当の支度をしていただきました。また、多くの保護

者や地域ボランティアの皆様に参加していただき、子どもたちの安全管理や写真撮影など、

多くのご協力をしていただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑上段はいこいの森児童公園を目指して歩く子どもたちの様子          ↓下段はゴール後の昼食や遊びの様子   



 

 

５月２４日（木）に、５年生は桃

川の学校田で田植え体験をしまし

た。はじめは、田んぼの中に足を入

れるのを怖がっている様子もあり

ま し た

が、あっという間に慣れて、どんどん苗を植えていました。当日は、

多くのボランティアの方に協力をしていただきました。ありがとう

ございました。また、６月６日（火）は新耕農産の板垣さんが学校に

ミニ田んぼを作ってくださいました。今後、苗の生長を観察したり、

調べたりしていきます。 

 
 
  

 ６月７日（水）、８日（木）に６年生は佐渡への修学旅

行に行ってきました。当日は天候にも恵まれ、大きな怪

我や体調を崩すことなく修学旅行を終えることができ

ました。修学旅行では、太鼓やたらい舟、イカ一夜干し、

砂金採り、手びねり体験などの体験活動に加え、トキの

森公園や佐渡金山も見学しました。子どもたちにとって

忘れられない思い出になりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２年生は、生活科の学習で１人１つの野菜を育てています。  

６月５日（月）に、JA かみはやしの亀岡さんを講師に迎え、野

菜作りについてのお話を聞きました。 

お話を聞いた後、子どもたちからたくさんの質問が出ましたが、

どの質問にもとても丁寧に答えてくださいました。 

たくさんの野菜が収穫できるよう育てていきます。 

 

砂金採り体験 

矢島でのたらい舟体験 

イカの一夜干し作り 太鼓体験 

手びねり体験 トキの森公園にて 

ミニ田んぼづくり 

学校田（桃川）での田植え 



 

 

 ４年生は総合的な学習の時間で

「出会い ふれ合い 支え合い」を

テーマに福祉について学習してい

ます。 

６月６日（月）、社会福祉協議会

とボランティアの方に来ていただ

き、お年寄り体験をしました。年を

とるとどんな体になるのか、疑似体験セットを使い校舎を回りました。「腰が痛い」「見えづら

いし聞こえづらいから歩きにくい」などいろいろな感想がありました。 

 また、６月９日（金）には、長寿大学園芸部

代表の田中明美様を講師に「１０さいのきみた

ちへ～先輩の話～」の講話をしていただきまし

た。その後には、縄ない体験も行いました。  

様々な方との出会いやふれ合いをとおし、支

え合いについて学んでほしいと思います。 

 

 

 

 

 ６月５日（月）に第 1 回

コミュニティ・スクール

が開催されました。全学

級の授業参観をした後、

本年度の知育・徳育・体育

の進め方や学校の様子を

説明したり、メンバーの

方から様々なご意見をいただいたりしました。また、全

職員との顔合わせも行い、本年度の教育活動についての

話し合いも行いました。 

 

 

 

 

 

３日（月）全校朝会 

６日（木）個別懇談①全校４時間授業 

４年生交通安全教室 

  ７日（金）個別懇談②全校４時間授業  

１１日（火）個別懇談③全校４時間授業 

１２日（水）学年テスト（国語１～３年） 

個別懇談④全校４時間授業  

１３日（木）学年テスト（算数１～３年） 

        クラブ 

１７日（月）海の日 

２０日（木）４時間授業 

         給食最終日、地区子ども会 

２１日（金）３時間授業 

２４日（月）１学期終業式 

R５ コミュニティ・スクールメンバー 

横山 誠 さん（下助渕）会長 

中山 豪 さん（里本庄）副会長 

小田 ルイ さん（飯岡） 

松井 良明 さん（南田中） 

布川 眞由美 さん（指合） 

石井 玲子 さん（山屋） 

島田 英宏 さん（希楽々） 

平山 友紀さん（向ヶ丘保育園長） 
 

本年度もよろしくお願いします。 


